
民
話
に
対
す
る
児
童

･
生
徒
の
意
識
の
実
態
と

一
考
察

―
長
野
県
の
民
話
を
中
心
に
―

一

は
じ
め
に

現
在
の
中
学
校
国
詩
教
科
番
で
は
'
民
話
は
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が

少
な
く
な
っ
て
い
る
｡
し
か
し
､
郷
土
教
材
と
し
て
の
民
話
の
価
値
'
発

達
段
階
を
考
慮
し
た
民
話
の
扱
い
方
な
ど
を
考
え
た
と
き
'
中
学
生
に
民

話
を
学
ば
せ
る
こ
と
は
充
分
価
値
の
あ
る
こ
と
だ
と
判
断
す
る
｡
ま
た
'

長
野
県
は
､
民
話
の
宝
庫
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
'
長
野
県
に
は
民
話

が
た
く
さ
ん
あ
る
｡

そ
こ
で
'
長
野
県
に
住
ん
で
い
る
子
供
達
が
､
実
際
に
郷
土
の
民
話
を
'

ど
の
程
度
知
り
'
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
か
と
い
う
実
態
を
調
べ

て
み
た
｡
そ
し
て
､
そ
の
結
果
を
も
と
に
'
ど
う
い
う
民
話
を
教
材
化
し

て
い
く
か
'
さ
ら
に
'
教
材
化
の
過
程
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は

何
か
を
考
察
し
､
指
導
計
画
を
立
て
る
際
の
資
料
に
し
た
い
と
考
え
た
｡

二

ア
ン
ケ
ー
ト
の
方
法

滝
澤
晃

ア
ン
ケ
ー
ト
は
'
長
野
県
下
各
地
の
小

･
中

･
高
等
学
校
の
児
童

･
生

徒
に
お
願
い
し
た
｡
ま
ず
'
予
備
調
査
と
し
て
'
小
学
校
二
校

(六
十
二

名
)

･
高
等
学
校

一
校

(三
十
二
名
)
'
計
三
校

(計
九
十
四
名
)
'
次

に
本
調
査
と
し
て
'
小
学
校
五
校

(百
五
十
九
名
)
'
中
学
校
五
校

(三

百
九
十
八
名
)
'
高
等
学
校

一
校

(六
十
六
名
)
'
計
十

一
校

(六
百
二

十
三
名
)
に
お
願
い
し
た
｡
学
校
名
及
び
調
査
対
象
学
年
は
､
次
の
通
り

で
あ
る
｡

《
予
備
調
査
》

戸
倉
町
立
戸
倉
小
学
校

(四
年

二
一十
九
名
)

長
野
市
立
通
明
小
学
校

(四
年

二
二
十
三
名
)

長
野
県
松
本
美
須
々
ケ
丘
高
等
学
校

(二
年

二
二
十
二
名
)

《
本
調
査
》

坂
井
村
立
坂
井
小
学
校

(二
年

･
十
四
名
)

中
野
市
立
中
野
小
学
校

(二
年

二
二
十
三
名
)

長
野
市
立
下
氷
飽
小
学
校

(五
年

･
三
十
九
名
)
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長
野
市
立
加
茂
小
学
校

長
野
市
立
富
里
小
学
校

伊
那
市
立
東
部
中
学
校

高
遠
町
立
高
遠
中
学
校

更
埴
市
立
埴
生
中
学
校

大
町
市
立
第

一
中
学
校

長
野
市
立
三
陽
中
学
校

(五
年

二
二
十
九
名
)

(五
年

･
三
十
四
名
)

(
1
年
三
十
二
名

二
f年
三
十
六
名
)

(二
年
三
十

1
名

･
三
年
三
十
七
名
)

(二
年
二
十
九
名

･
三
年
六
十
名
)

二

年
三
十
玉
名

･
三
年
三
十
二
名
)

二

年
三
十
七
名

･
二
年
三
十
五
名

･
三
年
三

十
四
名
)

長
野
県
松
本
美
須
々
ケ
丘
高
等
学
校

(二
年
六
十
六
名
)

三

ア
ン
ケ
ト
ト
の
形
式

･
内
容

F長
野
県
の
民
話
J

(日
本
児
童
文
学
者
協
会
締
･
昭
和
五
十
六
年

･

倍
成
杜
刊
)
'

『長
野
の
む
か
し
話
)

(長
野
県
国
語
教
育
学
会
編

･
昭

和
五
十

1
年

･
日
本
標
準
刊
)
t

r日
本
の
民
話
』
10
信
濃
･
越
中
篇

(
｢信
濃
の
民
話
｣
編
集
委
員
会

･
昭
和
五
十
二
年
･
未
来
社
刊
)
の
三

冊
の
本
を
参
考
に
し
な
が
ら
'
長
野
県
に
伝
わ
る
民
話
の
中
で
､
知
名
度

が
高
い
と
思
わ
れ
る
二
十
四
の
話
を
取
り
上
げ
､
そ
れ
ら
に
対
す
る
意
識

を
た
ず
ね
た
｡

た
だ
､
そ
の
民
話
の
取
り
上
げ
方
が
主
税
的
で
あ
る
恐
れ
も
あ
り
'
本

当
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
不
明
な
部
分
も
あ
る
の
で
'
あ
ら
か

じ
め

《
別
表
1
》
で
示
す
よ
う
な
予
備
調
査
を
三
校
を
対
象
に
実
施
す
る

こ
と
に
し
た
.

そ
の
結
果
を
も
と
に
本
調
査
を
行
っ
た
.
本
調
査
を
行
う
に
当
た
っ
て

は
､

《
別
表
2
》
i
J示
す
よ
う
に
､
調
査
項
目
の
部
分
的
変
史
を
行
っ
た
｡

す
な
わ
ち
､
次
の
二
点
で
あ
る
.
一
つ
は
､
I
で
取
り
上
げ
た
民
話
の
う

ち
､

｢雪
女
｣
と

｢花
さ
か
じ
い
さ
ん
｣
は
､
長
野
県
独
自
の
民
話
と
は

考
え
に
く
い
と
判
断
し
た
の
で
削
除
し
た
こ
と
で
あ
り
､
二
つ
日
は
､
調

査
項
目
3
以
下
は

｢お
は
す
て
山
｣
に
つ
い
て
少
し
詳
し
く
た
ず
ね
た
こ

と
で
あ
る
｡

四

ア
ン
ケ
ー
ト
の
処
理
･
集
計

処
理
に
当
た
っ
て
､
-
･
2
に
つ
い
て
は
､
予
備
調
査
の
三
校
を
含
め

た
全
人
数
に
つ
い
て
処
理
を
し
た
｡
本
調
査
の
3
に
つ
い
て
は
､
予
備
調

査
に
は
な
か
っ
た
の
で
'
本
調
査
の
十

一
校
の
人
数
に
つ
い
て
処
理
を
し

た
｡
予
備
調
査
の
3
と
本
調
査
の
4
は
､
同
じ
内
容
な
の
で
､
全
人
数
に

つ
い
て
処
理
を
し
た
｡
集
計
結
果
に
つ
い
て
は
'

《
別
表
3
》
e
◎
の
よ

う
で
あ
る
｡
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《別表 1》予備調査 長野県のお話アンケー ト

学校名 ( )diLiS校 【 ]年 (盈ふ畠2

- のところは.どちらかにOをしてください.

1. 下のお話は.長野県のお古占です. ( )の中につぎのように番号を入れていってください.

･知らないお吉占-1
･だい名は.聞いたことがあるけれど,どんなお吉紬lは知らないお詩-2

･だい名も知っているし､どんなお声納1も知っているお抵-3

)だいだらばっち (ていらんぼう

)山月の招 (八両大王)

)早太郎 (早太郎犬と人身御供)

)毘姫物晒
)接ぎめの床の主

)一戸隠の鬼女

)まったらこうよ

)親子ザル (親をしたうサル)

)おみわたり

)花さかじいさん

( )おはすて山 (年よりの知恵)

( )ものぐさ太郎

( )へをするおよめさん

( )小泉小太郎 (泉小太郎)

( )久米路橋 (もの言わぬ娘)

( )望月の駒

( )雪女

( )甲賀三郎 (龍になった甲賀三郎)

( )めし食わぬよめ

( )三升めLをくったねこ

( )つつじのむすめ (つつじのおとめ) ( )玄孝之丞 (桔梗原のきつね)

( )大力の豊後 (大男 尾科文吉の話) ( )法蔵等のねこ (ねこ按家)

上で3と書いたお話のなかで.好きだなあと思っているお話には.3のところを○でかこ

んでください.

2. 知っているお話をどのようにして知りましたか｡ ( )にOをしてから 【 】に答えてく
ださい.

( )1.人から聞いた. ☆だれから聞きましたか｡-→ [ ]

( )2.本で読んだ.

( )3.テレビ･えいが ･アニメなどで見た.

( )4.そのほか ☆どうやって知りましたか.- 【 ]

3. 1で3と答えた15話が.どんなお話なのか､かんたんに教えてください.ひとつでもふた

つでもいいです｡書くところが､たりなかったら､うらに書いてください.

お話のだい名 [ ]

どんなお話ですか.

お話のだい名 [ 】

どんなお話ですか.
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《別表2》本調査 長野県のお話アンケー ト

学校名 ( )山 皇芦校 [ 】年 氏名

___pところは･どちらかに○をしてください.

1については.予備調査と同じ.ただし､取り上げた民話のうち､ r雪女Jと ｢花さか

:じいさん｣は､長野県独自の民話とは考えにくいと判断したので削除した.l__________ー____________________I__________________●__●______●____●______●____●_ー__●_●__J
2. 知っているお話をどのようにして知りましたか. ( )に○をしてください.

[ ]にはことばで答えてください.

( ) 1.人から開いた.☆だれから聞きましたか.- ( )(Dお父さんやお母さん

( )②おじいさんやおばあさん

( )③しんせきの人

( )④先生

( )⑤そのほか-だれですか 【 】

( )2.本で玩んだ.☆どういう本で読みましたか.- 【 】

( )3.テレビ･映画 ･アニメ ･ビデオ ･紙芝居などで見た.

( )4.そのはか ☆どうやって知りましたか.一一 【

3. 1で rおはすて山｣に3と番いた人にききます.

①どのようにして rおはすて山Jのお吉亮を知りましたか.

②どんなお誠か.かんたんに教えてください.

③ ｢おはすて山｣のお吉占についてどう思いますか｡

4. rおはすて山｣のほかに 1で3と答えたお話が.どんなお声古のなのか.かんたんに杓えて
ください.

お花のだい名 【 】
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《別表3》① 長野県のお話アンケー ト集計捷果

アンケート対象人数 全体 (予備調査+本調査)717人 小学生 221人

中学生 398人

高校生 98人

1. 下のお話は.長野県のおuiです. ( )の中につぎのように番号を入れていってくださ

い.

･知らないお花1.1

･題名は.聞いたことがあるけど､どんなお話かは知らないお話-2

･唱名も知っているし､どんなお話かも知っているお話-3

･3と寄いたお話の中で.好きだなあと思っているお話には.3の所を○で囲んで下さい.

全体

2+3 2 3 ○ 1

美技伝 おはすて山 (年よりの知恵) 634 246 388 146 83

だいだらばっち (でいらんぼう) 596 470 126 33 121

ものぐさ太郎 400 300 100 19 317

早太郎 (早太郎犬と人身御供) 128 100 28 19 589

小泉小太郎 (泉小太郎) 121 89 32 12 596

甲賀三郎 (竜になった甲賀三郎) 93 63 30 5 624

大力の豊後 (大男 尾科文吉の話) 38 28 10 2 679

良然 黒姫物語 196 163 33 12 521
おみわたり 89 70 19 3 628

寝ざめの床の主 88 78 10 1 629

#竜 久米路橋 (もの言わぬ娘) 84 62 22 7 633

戸隠の鬼女 97 73 24 9 620

まつたらこうよ 25 19 6 0 692
つつじのむすめ (つつじのおとめ) 50 41 9 2 667

ろ おい も話 し へをするおよめさん 257 110 147 44 460めし食わぬよめ 238 101 137 35 479

動初 山鳥の尾 (八面大王) 84 46 38 7 ,633

望月の駒 47 37 10 2 670

親子ザル 119 74 45 13 598

三升めLをくつたねこ 57 48 9 2 660

玄蕃之丞 (桔梗原のきつね) 50 41 5 1 667

法蔵寺のねこ (ねこ檀家) 67 54 13 7 650
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1. 下のお話は.長野県のお話です｡ ( )の中につぎのように番号を入れていってくださ

い.

･知らないお話-1

･茂名は､聞いたことがあるけど.どんなお話かは知らないお話- 2

･頓名も知っているし.どんなお活かも知っているお話-3

･3と書いたお話の中で､好きだなあと思っているお話には､3の所を○で囲んで下さい.

小学生

2+3 2 3 ○ 1

美班伝 おはすて山 (年よりの知恵) 17 2 63 109 54 49

だいだらばっち (でいらんぼう) 169 118 51 16 52

ものぐさ太郎 48 30 18 8 173

早太郎 (早太郎犬と人身御供) 39 26 13 6 182

小泉小太郎 (泉小太郎) 35 28 7 2 186

甲賀三郎 (竜になった甲賀三郎) 45 29 16 5 176

大力の豊後 (大男 尾科文書の話) 24 18 6 2 197

良汰 黒姫物晒 101 85 16 9 120
おみわたり 17 14 3 0 204

接ぎめの床の主 32 26 6 1 189

秩帯 久米路楕 (もの言わぬ娘) 33 27 6 1 188

戸隠の鬼女 36 23 13 5 185

まつたらこうよ 12 8 4 0 209

つつじのむすめ (つつじのおとめ) 34 29 5 1 187

ろ おい も話 し へをするおよめさん 90 36 54 14 131めし食わぬよめ 99 37 62 23 122

動初 山鳥の尾 (八面大王) 24 20 4 2 197

望月の酌 28 20 8 i 193

規子ザル 41 36 5 1 180

三升めLをくつたねこ 32 27 5 1 189

玄蕃之丞 (桔梗原のきつね) 25 21 4 0 196

法戒等のねこ (ねこ捷家) 38 27 ll 5 183
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1. 下のお話は.長野県のお話です. ( )の中につぎのように番号を入れていってくださ

い.

･知らないお話･- 1

･題名は､聞いたことがあるけど.どんなお話かは知らないお誰-2

･窃名も知っているし.どんなお話かも知っているお詣-3

･3と書いたお話の中で.好きだなあと思っているお話には.3の所を○で因んで下さい.

中学生

2+3 2 3 ○ ー

美技伝 おぼすて山 (年よりの知恵) 364 155 209 80 34

だいだらばっち (でいちんぱう) 340 283 57 16 58

ものぐさ太郎 264 206 58 9 134

早太郎 (早太郎犬と人身御供) 75 64 ll 12 323

小泉小太郎 (泉小太郎) 63 41 22 10 335

甲賀三郎 (竜になった甲賀三郎) 39 28 ll 0 359

大力の豊後 (大男 尾科文吉の話) ll 7 4 0 387

自汰 黒姫物語 84 69 15 3 314
おみわたり- 57 45 12 3 341

寝ざめの床の主 29 28 ll 0 369

秩蘇 久米路橋 (もの言わぬ娘) 42 27 15 6 356

戸隠の鬼女 40 33 7 3 358

まつたらこうよ 10 8 2 0 388
つつじのむすめ (つつじのおとめ) 14 ll 3 1 384

ろ おい も!毒し へをするおよめさん 132 59 73 25 266めし食わぬよめ 109 50 59 10 289

動物 山鳥の尾 (八面大王) 29 22 7 3 369

望月の駒 12 12 0 0 386
親子ザル 71 35 36 12 327

三升めLをくつたねこ 18 15 3 1 380

玄蕃之丞 (桔梗原のきつね) 16 12 4 0 382
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1. 下のお話は.長野県のお話です. ( )の中につぎのように番号を入れていってくださ

い.

･知らないお話-1

･題名は,聞いたことがあるけど.どんなお話かは知らないお話-2

･題名も知っているし.どんなお話かも知っているお話-3

･3と書いたお話の中で.好きだなあと思っているお話には､3の所を○で囲んで下さい.

高校生

2+3 2 3 ○ 1

美也伝 おはすて山 (年よりの知恵) 98 28 70 ー12 0

だいだらばっち (でいちんはう) 87 69 18 1 ll

ものぐさ太郎 88 64 24 2 10

早太郎 (早太郎犬と人身御供) 14 10 4 1 84

小泉小太郎 (泉小太郎) 23 20 3 0 75

甲賀三郎 (竜になった甲賀三郎) 9 6 3 0 89

大力の豊後 (大男 尾科文書の話) 3 3 0 0 95

自然 黒姫物言呑 ll 9 2 0 87
おみわたり 15 ll 4 0 83

接ぎめの床の主 27 24 3 0 71

残転 久米路橋 (もの言わぬ娘) 9 8 1 0 89

戸隠の鬼女 21 17 4 1 77

まつたらこうよ 3 3 0 0 95

つつじのむすめ (つつじのおとめ) 2 1 1 0 96

ろ おい も正 し へをするおよめさん 35 15 20 5 63めし食わぬよめ 30 14 16 2 68

動初 山鳥の尾 (八両大王) 31 27 4 2 67

望月の駒 7 5 2 1 ･91
紀子ザル 7 3 4 0 91

三升めLをくつたねこ 7 6 1 0 91

玄幕之丞 (桔梗原のきつね) 9 8 1 1 89
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2. 知っているお吉占をどのようにして知りましたか. ( )に○をしてから【 ]に答えてく

ださい.

1.人から聞いた 288人 (全体の40.2%) (D～⑤は禄放回答

全件 ①父や母 ②祖父母 ③しんせきの人 @先生 ⑤その他

人から叩いた 288 117 71 12(4.2%) 152 友達12バスガイド3妹1なんとなく1

(40.6%) (24.7%) (52.8%)

小学生 65 39 29 4 15

中学生 192 62 35 7 123

((9-(勤の()内の%は回答者288人に対する割合)

2.本で読んだ 319人 (全体の44.5%)

全体 昔話 .民話などの本 絵本 道徳の本 こわ い伝 休み帳 長野見学の しおり 笑い話 マンガの本 あけぼの

3.テレビ･映画 ･アニメなどで見た 247人 (全体の34.4%)

4.その他 35人

人故 人

劇でやつたり見たりした 7 ゲーム 1

お祭りで知った 5 神社に行った (早太郎) 1

歌で歌った 3 お寺で知った 1

旅行に行ってパンフレットや看板で知った 2 塩尻駅の西口 1

有線放送 2 小学校のお昼の放送 1

黒姫童話館 2 小学校の授業で調べた 1

弟の幼稚園合同音楽会 1 古典の授業でやった (高校生) 1

木のfL 1 なぜか知っている 2
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《別表3》②

アンケート対象人放 全体 (本調査)623人 小学生 159人

中学生 398人

高校生 66人

3. 1で rおぼすて山Jに3と書いた人に聞きます.-388人

①どのようにして rおはすて山｣のお話を知りましたか.

1.人から聞いた

全体 父や母(素の人) 祖父母 先生 バスガイド 友達 雄か

2.本で読んだ

全体 本で琉んだ 退社の本 絵本 休み絹 マンガ

3.テレビなど

全体 テレビ 紙苦居 映画

小学校のときの逆圧の投票 24(6.2%)有税放送 1

古内の授業 (高校生) 20(5.2%)歴史校 1

小学校のときの社会見学 ll(2.8%)旅行に行ったとき 1

荊速道路のサービスエリア 6人形劇 I

おはすての近くをドライブしていたとき知人から 1なぜか知っていた 3
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②どんな話か.かんたんに教えてください.

回答 した人数 304人

醍 (全体) 無回答 FE用型 枝折り型 複合型 (赦足型+枝折り型) その他 (左のどの型にもあてはまらないもの)

全体 304 319 161 9 19 115

小学生 59 100 18 2 4 35

中学生 200 198 120 7 15 58

③ ｢おはすて山｣のお話についてどう思いますか｡

回答 した人致 275人

回答鮒 無回答 同情型 感動型A 感動型B 単純感動型 批判型 単純批判型 教Pl型 疑同型

全体 275 348 47 54 14 70 47 7 43 9

小学生 56 103 27 ll 4 8 1 1 4 0
中学生 180 218 15 36 10 53 38 4 28 9

☆同情型 -→ かわいそう かなしい など

☆感動型A - ばあさんの知恵はすごい など

☆感動型B - やさしいむすこだ など

☆単純感動型 - いい話だ よかった など

☆批判型 - ひどい殿様だ 年寄りを捨てるなんてひどい など

☆単純批判型 - おもしろくない 興味なし つまらない くだらない 現実味に掛

ける など

☆教訓型 一 年よりは大切にすべきだ 今の時代背景をうつしている など

☆疑問型 - どうして年よりを捨てるのか不思議 なぜ長野県に戎っているのか

わからない など
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アンケー ト対象人数 全体 (予備調査+本調査)717人 小学生 221人

中学生 398人

高校生 98人

4.｢おはすて山｣のほかに1と3と答えたお話が.どんなお話なのか,かんたんに教えて く

ださい｡

回答した人数257人

回答 く全体) 無回答

全 257 460

小学生 117 104

中学生 88 310

回答があったお后の摂名と人数

摂名 人致
全体 小学生 中学生 高校生

めしくわぬよめ 59 31 24 J1

だいだらばっち 37 20 13 4

へをするおよめさん 33 12 17 4

規子ザル 17 0 14 3

早太郎 13 3 8 2

久米路椙 9 2 7 0
黒姫物泊 8 5 3 0
′ト泉小太郎 6 1 5 0
戸隠の鬼女 5 3 1 1

山鳥の尾 (八面大王) 4 0 1 3

おみわたり 4 0 2 2

甲田三郎 2 2 0 0
三升めLをくつたねこ 1 1 0 0
玄孝之丞 1 0 0 1
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五

考
察

以
上
の
ア
ン

ケ
ー
ト
の
処
理

･

集
計結
果
を

もとに'
次

に示

すよ
う

に
ま
ず
項
目
ご
と
に
考
察
を
L
t

次
いで
全
体

的な考察
を

加え

た
｡

(-
)
調
査
項
目
-
よ
り

《
子
供
達
に
知
ら
れ
て
い
る
話
に
つ
い
て
》

圧
倒
的
に
知
ら
れ
て
い
る
話
は
､

｢お
は
す
て
山
｣

｢だ
い
だ
ら
ば

っ

ち
｣

｢も
の
ぐ
さ
太
郎
｣
で
あ
る
｡
そ
れ
ぞ
れ
'
少
な
く
と
も
六
割
以
上

が
知
っ
て
い
る
と
い
う
回
答
で
あ
る
｡
次
に
､

｢へ
を
す
る
お
よ
め
さ
ん
｣

｢め
し
く
わ
ぬ
よ
め
｣
が
三
割
台
で
続
き
'
そ
の
あ
と
に

｢黒
姫
物
語
｣

が
二
割
台
で
続
い
て
い
る
｡
こ
の
あ
た
り
ま
で
2Y

よ
く
知
ら
れ
た
話
と

し
て
考
え
て
も
い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡
そ
の
あ
と
は
､

｢早
太
郎
｣

｢小
泉
小
太
郎
｣

｢親
子
ザ
ル
｣

｢戸
隠
の
鬼
女
｣

｢甲
賀
三
郎
｣

｢お

み
わ
た
り
｣

｢寝
覚
め
の
床
の
主
｣

｢久
米
路
橋
｣

｢山
鳥
の
尾
｣
に
な

る
と

一
割
台
の
回
答
で
あ
る
｡

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
見
る
限
り
で
は
'

｢お
は
す
て
山
｣
が
長
野
県

の
子
供
達
に
と
っ
て
､
最
も
知
ら
れ
た
話
で
あ
る
｡
ま
た
好
き
だ
な
あ
と

思
っ
て
い
る
子
供
の
数
が
'
他
の
話
に
比
べ
圧
倒
的
に
多
い
と
い
う
こ
と

は
､
長
野
県
の
多
く
の
子
供
達
に
と
っ
て

｢お
は
す
て
山
｣
は
､
身
近
な

話
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
｡

ま
た
､

｢だ
い
だ
ら
ば
っ
ち
｣

｢も
の
ぐ
さ
太
郎
｣

｢早
太
郎
｣

｢
小

泉
小
太
郎
｣
な
ど
の
英
雄
伝
も
広
く
知
ら
れ
て
い
る
｡
英
雄
に
対
す
る
あ

こ
が
れ
的
な
思
い
が
､
現
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
｡

｢
へ
を
す
る
お
よ
め
さ
ん
｣

｢め
し
く
わ
ぬ
よ
め
｣
と
い
っ
た
英
雄
伝

と
は
追
っ
た
傾
向
の
話
も
､
比
較
的
多
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
'

｢
へ
｣

と
か

｢頭
に
口
が
あ
る
｣
と
か
と
い
う
表
面
的
な
お
も
し
ろ
さ
に
注
目
し

て
い
る
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
｡

｢久
米
路
橋

(も
の
言
わ
ぬ
む
す
め
)
｣

｢
つ
つ
じ
の
む
す
め
｣
は
､

自
分
の
た
め
に
父
親
を
殺
さ
れ
た
り
､
自
分
が
殺
さ
れ
た
り
す
る
残
酷
な

話
で
あ
り
'
言
わ
ば
こ
わ
い
も
の
見
た
さ
の
心
理
が
働
い
て
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
｡

こ
れ
ら

｢だ
い
だ
ら
ば
っ
ち
｣
系
統
の
話
'

｢
へ
を
す
る
お
よ
め
さ
ん
｣

系
統
の
話
､

｢久
米
路
橋
｣
系
統
の
話
の
三
つ
の
話
の
系
統
に
現
れ
る
主

人
公
が
'
男
で
あ
る
か
'
女
で
あ
る
か
､
だ
ん
な
で
あ
る
か
'
よ
め
で
あ

る
か
と
い
う
こ
と
は
'
実
際
の
指
導
に
当
た
っ
て
は
､
生
徒
に
教
材
を
も

と
に
考
え
さ
せ
て
い
く
に
は
大
き
な
手
掛
か
り
の
1
つ
に
な
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
｡

英
雄
伝
で
活
躍
す
る
人
は
'
男
が
多
い
と
い
う
こ
と
は
'
昔
か
ら
民
衆

の
意
識
の
中
に
､
英
雄
と
し
て
活
躍
す
る
人
は
男
で
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
強
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡
ま
た
'
へ
を
し
た
り
､
め
L

を
食
わ
な
い
の
が
､
な
ぜ
よ
め
な
の
か
に
つ
い
て
は
'
昔
の
生
活
が
食
べ

物
に
困
っ
て
い
て
'
口
減
ら
し
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
た
状
況

65



を
考
え
る
と
'
家
族
の
中
で
弱
い
立
場
に
お
か
れ
た

｢よ
め
｣

｢女
｣
に

意
識
が
い
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡
そ
う
い
う
民
衆
の
意
識
が
反

映
さ
れ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
.

次
に
'

｢山
鳥
の
尾
｣

｢望
月
の
駒
L

r規
子
ザ
ル
｣

｢
三
升
め
L
を

く
っ
た
ね
こ
｣

｢玄
審
之
丞
｣

｢法
蔵
寺
の
ね
こ
｣
な
ど
の
動
物
が
出
て

く
る
話
は
'
動
物
と
の
触
れ
合
い
が
多
い
長
野
県
の
特
色
を
示
し
て
い
る
.

そ
し
て
､
動
物
を
通
し
て
人
間
社
会
を
描
き
た
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡
さ
ら
に
'

一
地
方
の
動
物
の
民
話
に
と
と
ま
ら

ず
'
民
話
教
材
の
あ
と
の
学
習
の
つ
な
が
り
と
し
て
'
尭
詣
と
か
少
年
向

け
の
動
物
文
学
に
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
｡
た
だ
'
こ
の

よ
う
な
動
物
が
出
て
く
る
話
に
関
し
て
は
､
思
っ
た
よ
り
子
供
述
に
知
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
も
わ
か
る
｡
し
か
し
､
そ
の
中
で
も
'

｢親
子
ザ
ル
し

｢山
鳥
の
尾
｣
が
比
較
的
知
ら
れ
て
い
る
の
は
'
ア
ン
ケ
ー
ト
対
象
校
の

う
ち
そ
れ
ぞ
れ
の
地
元
の
伊
那
地
方
'
安
曇
野
地
方
の
学
校
が
含
ま
れ
て

い
る
と
い
う
影
響
が
あ
る
｡

｢お
は
す
て
山
｣

｢
も
の
ぐ
さ
太
郎
｣

｢久
米
格
橋
｣

｢め
し
く
わ
ぬ

よ
め
｣

｢三
升
め
L
を
く
っ
た
ね
こ
｣
な
ど
に
'
共
通
す
る
こ
と
は
､
食

べ
物
と
家
族
の
生
活
と
の
接
点
か
ら
く
る
話
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡

食
べ
物
に
困
っ
て
い
た
と
い
う
昔
の
民
衆
の
生
活
が
反
映
さ
れ
た
話
の
内

容
と
な
っ
て
い
る
｡

な
お
'
本
稿
で
は
学
校
ご
と
の
集
計
結
果
は
示
さ
な
か
っ
た
が
'
地
域

別
の
特
徴
に
つ
い
て
'

一
言
付
け
加
え
て
お
く
｡

rお
は
す
て
山
｣

rだ
い
だ
ら
ば
っ
ち
｣
と
い
っ
た
全
県
的
に
よ
く
知

ら
れ
た
話
に
つ
い
て
は
'
特
に
地
域
別
の
特
徴
は
見
ら
れ
な
い
.
そ
の
理

由
と
し
て
､

rお
は
す
て
山
｣
と
い
う
山
だ
け
を
み
る
と
'
更
級
に
あ
る

山
に
限
ら
れ
る
が
､
話
と
し
て
は
類
似
の
も
の
が
各
地
に
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
｡
ま
た
'
民
話
の
本
や
テ
レ
ビ
を
み
て
も
'

｢お
は

す
て
山
｣

｢だ
い
だ
ら
ば
っ
ち
｣
は
､
全
国
的
に
共
通
の
も
の
と
し
て
取

り
上
げ
ら
れ
て
お
り
'
自
然
と
知
る
状
況
や
環
境
に
あ
る
と
い
う
こ
と
も

あ
ろ
う
｡

そ
れ
に
対
し
て
､
動
物
が
出
て
く
る
箔
の
と
こ
ろ
で
も
触
れ
た
が
､

r親
子
ザ
ル
｣

r山
血
の
尾
｣
が
'
そ
れ
ぞ
れ
伊
那
地
方
'
安
丑
野
地
方

の
学
校
の
生
徒
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
､
当
然
の
こ
と
な
が
ら
そ

の
地
域
の
話
は
､
地
元
の
学
校
の
子
供
達
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
｡
こ
の

こ
と
は
'
自
然
に
因
ま
れ
て
い
る
な
ど
の
地
域
的
な
窮
境
の
影
野
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
｡

具
体
例
を
あ
げ
る
と
､
北
信
地
方
の
話
で
あ
る

r黒
姫
物
拾
｣
は
'
他

の
地
域
に
比
べ
､.
北
信
の
学
校
の
子
供
達
に
比
較
的
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

L
t
南
信
地
方
の
詔
で
あ
る

｢早
太
郎
｣
は
'
他
の
地
域
に
比
べ
'
南
信

の
学
校
の
子
供
達
に
比
較
的
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
て
あ
る
｡

以
上
の
よ
う
に
､
子
供
述
に
知
ら
れ
て
い
る
話
を
見
て
き
た
が
'
子
供

達
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
｡

(2
)
調
査
項
日
2
よ
り
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《
ど
の
よ
う
に
し
て
話
を
知
っ
た
か
》

知
っ
て
い
る
話
を
ど
の
よ
う
に
知
っ
た
か
に
つ
い
て
'

｢人
か
ら
聞
い

た
｣

｢本
で
読
ん
だ
｣

｢テ
レ
ビ
な
ど
で
見
た
｣
の
三
つ
を
比
べ
る
と
､

そ
れ
ほ
ど
極
端
な
違
い
は
見
ら
れ
な
い
｡
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
に
つ
い
て
'

以
下
簡
単
に
述
べ
て
み
る
｡

①

｢人
か
ら
聞
い
た
｣
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
'

｢先
生
｣
が
1
番
多

い
｡
こ
れ
は
'

｢お
ぼ
す
て
山
｣
が
'
小
学
校
の
道
徳
の
本
に
採
録
さ

れ
て
い
た
り
'
そ
の
他
の
民
話
に
つ
い
て
も
折
に
触
れ
て
読
み
聞
か
せ

な
ど
を
し
て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
｡
長
野
県
下
に
お
い
て
は
'
小

学
校
低
学
年
を
中
心
と
し
た
読
み
聞
か
せ
が
伝
統
的
に
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
が
､
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡
次
に

｢父
や

母
｣

｢祖
父
母
｣
の
帽
に
な
っ
て
い
る
｡

｢父
や
母
｣

｢祖
父
母
｣
か

ら
聞
い
た
人
数
は
'
ア
ン
ケ
ー
ト
対
象
人
数
全
体
か
ら
み
る
と
､
そ
れ

ほ
ど
多
い
人
数
で
は
な
い
が
､
予
想
し
た
よ
り
は
多
い
数
字
で
あ
る
｡

こ
れ
は
'
今
の
時
代
で
も
口
伝
え
で
お
話
が
伝
わ
る
と
い
う
形
が
残
っ

て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
｡

②

｢本
で
読
ん
だ
｣
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
､

｢昔
話
･
民
話
の
本
｣

が

一
番
多
く
'
つ
い
で

｢絵
本
｣
と
な
っ
て
い
る
｡
こ
れ
は
'
日
常
の

子
供
達
の
読
書
生
活
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
｡

｢道
徳
の
本
｣

｢休
み
帳
｣

｢長
野
見
学
の
し
お
り
｣
な
ど
を
見
る
と
'

学
校
か
ら
の
働
き
か
け
に
よ
っ
て
も
知
る
と
い
う
こ
と
か
わ
か
る
｡

③

｢テ
レ
ビ
･
映
画
･
ア
ニ
メ
な
ど
で
見
た
｣
が
か
な
り
の
人
数
に
な
っ

て
い
る
｡
こ
れ
は
'
現
代
の
映
像
文
化
の
影
響
の
現
れ
と
み
る
こ
と
が

で
き
る
｡

④

｢そ
の
他
｣
の
中
で
'

｢劇
で
や
っ
た
り
見
た
り
し
た
｣

｢歌
で
歌
っ

た
｣

｢小
学
校
の
お
昼
の
放
送
｣

｢小
学
校
の
授
業
で
調
べ
た
｣
に
共

通
す
る
こ
と
は
､
学
校
で
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
す
る
中
で
'
知
っ
て
い

く
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
｡
ま
た
'

｢お
祭
り
で
知
っ
た
｣

｢旅
行
に

行
っ
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
看
板
で
知
っ
た
｣

｢有
線
放
送
｣

｢男
姫
尭

話
館
｣

｢神
社
に
行
っ
た
｣

｢お
寺
で
知
っ
た
｣

｢塩
尻
駅
の
西
口
｣

と
い
う
よ
う
に
学
校
に
限
ら
ず
'
地
域
で
の
活
動
や
地
域
で
保
存
し
て

お
く
物
か
ら
も
知
っ
て
い
く
こ
と
が
わ
か
る
｡

｢な
ぜ
か
知
っ
て
い
る
｣

｢い
つ
の
間
に
か
知
っ
て
い
る
｣
と
い
う
こ
と
は
'
記
憶
が
あ
い
ま
い

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

一
方
､
逆
に
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
'
小
さ

い
と
き
か
ら
日
常
生
活
に
お
い
て
'
家
族
の
間
で
語
ら
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
の
反
映
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡

こ
の
よ
う
に
'
民
話
を
ど
の
よ
う
に
知
る
か
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
'

｢学
校
｣

｢地
域
｣

｢家
庭
｣
そ
れ
ぞ
れ
の
と
こ
ろ
で
'
ま
ん
べ
ん
な
く

広
く
日
に
L
t
耳
に
す
る
機
会
を
子
供
達
は
得
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
｡

(
3
)
調
査
項
目
3
よ
り
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《
｢お
ぼ
す
て
山
｣
の
話
に
つ
い
て
》

①
よ
り

(ど
の
よ
う
に
し
て

｢お
ぼ
す
て
山
｣
の
話
を
知
っ
た
か
}

子
供
達
に
た
ず
ね
て
い
る
内
容
が
'
調
査
項
目
2
の
う
ち
の
'
特
に

｢お
は
す
て
山
｣
に
つ
い
て
と
い
う
こ
と
な
の
で

調
査
項
目
2
と
だ
ぶ
っ

て
い
る
｡
す
な
わ
ち
､
集
計
結
果
も
同
じ
よ
う
に

｢人
か
ら
聞
い
た
｣

｢本
で
読
ん
だ
｣

｢テ
レ
ビ
な
ど
で
見
た
｣
と
い
う
い
ず
れ
の
回
答
も
あ
っ

た
｡
た
だ
'
話
の
対
象
が

｢お
は
す
て
山
｣
に
限
ら
れ
て
い
る
の
で
､
回

答
の

｢そ
の
他
｣
に
は
'
2
で
見
ら
れ
な
か
っ
た

r授
果
し

｢社
会
見
学
｣

｢高
速
道
路
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
｣

｢お
ぼ
す
て
駅
｣
な
ど
と

｢お
は
す

て
山
｣
に
関
す
る
具
体
的
な
内
容
も
あ
げ
ら
れ
て
い
た
｡

②
よ
り

(
｢お
ぼ
す
て
山
｣
の
話
の
内
容
に
つ
い
て
)

rお
ぼ
す
て
山
｣
の
話
は
､

｢難
題
型
｣

r枝
折
り
型
｣

｢複
合
型
｣

｢そ
の
他
｣
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
｡

｢難
題
型
｣
と
い
う
の
は
'
隣
の
国
か
ら
難
題
を
つ
き
つ
け
ら
れ
､
年

寄
り
の
知
恵
に
よ
っ
て
国
が
助
か
る
と
い
う
内
容
の
も
の
で
あ
る
.

r枝

折
り
型
｣
と
い
う
の
は
､
息
子
か
年
寄
り
の
親
を
山
に
捨
て
に
行
く
途
中
､

瓢
が
息
子
の
帰
り
道
が
わ
か
る
よ
う
に
と
枝
を
折
っ
て
い
た
こ
と
を
知
り
'

親
を
連
れ
戻
す
と
い
う
内
容
の
も
の
で
あ
る
｡

r難
題
型
｣
と

r枝
折
り

型
｣
の
内
容
を
'
両
方
合
わ
せ
持
っ
て
い
る
も
の
は

｢複
合
型
｣
と
言
え

る
｡
以
上
の
ど
の
封
に
も
当
て
は
ま
ら
な
い
内
容
の
も
の
は

｢
そ
の
他
｣

と
し
た
｡
そ
の
他
の
中
で
多
く
見
ら
れ
る
の
は
'
お
ば
あ
さ
ん
が
山
の
中

に
捨
て
ら
れ
る
話
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
あ
る
｡

典
計
結
果
を
見
て
わ
か
る
こ
と
は
t

r難
招
型
｣
が
か
な
り
多
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
｡
こ
れ
は
'

｢お
は
す
て
山
｣
の
話
と
い
う
と
､
単
に
年

寄
り
を
山
に
捨
て
に
い
く
と
い
う
謂
で
は
な
く
､
難
問
が
年
寄
り
の
知
意

に
よ
っ
て
解
か
れ
る
話
だ
と
思
っ
て
い
る
子
供
達
が
多
い
と
い
う
こ
と
を

示
し
て
い
る
｡
つ
ま
り
､
子
供
述
が
思
っ
て
い
る

｢お
は
す
て
山
｣
の
詔

は
'
子
供
達
の
意
識
の
中
で
は
'
多
様
な
内
容
を
含
ん
で
い
る
が
'
そ
の

中
心
は
放
出
を
軸
に
展
開
す
る
詣
で
あ
ろ
う
｡

③
よ
り

(
｢お
ぼ
す
て
山
｣
の
話
を
ど
う
思
う
か
)

回
答
を
内
容
に
よ
っ
て
八
つ
の
型
に
分
け
て
み
た
｡
そ
れ
は
'

《
別
表

3
》
②
に
あ
る
と
お
り
で
あ
る
｡

調
査
結
果
を
全
体
と
し
て
見
て
み
る
と
､
単
純
感
動
型
が

一
番
多
く
'

続
い
て
感
動
型
A
･
同
情
型
･
批
判
型
･
教
訓
型
が
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
く
ら

い
の
数
字
で
続
い
て
い
る
｡

｢お
は
す
て
山
｣
の
話
に
つ
い
て
'
全
体
的

な
傾
向
と
し
て
は
'
好
意
を
も
っ
て
い
る
子
供
達
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
｡

小
･
中
･
高
別
に
見
る
と
､
発
達
段
階
に
よ
る
特
徴
が
よ
く
現
れ
て
い
る
｡

小
学
生
で
は
'
同
情
型
が
最
も
多
く
､
批
判
型
や
教
訓
型
が
少
な
い
の
に

対
し
て
'
中
学
生
に
な
る
と
逆
に
批
判
型
や
教
訓
型
は
多
く
な
り
､
同
情
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型
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
｡
小
学
生
で
'
年
寄
り
を
山
に
捨
て
る
と
い

う
内
容
に
対
し
て
'
か
わ
い
そ
う
と
い
う
同
情
の
思
い
が
多
い
と
い
う
こ

と
は
'
話
の
内
容
の
表
面
的
な
と
ら
え
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
｡
中
学
生
に
な
る
と
､
お
ば
あ
さ
ん
の
知
恵
は
す
ご
い
と
感
動
し
た
り
､

年
寄
り
を
山
に
捨
て
る
と
い
う
内
容
に
対
し
て
'
ひ
ど
い
と
か
人
間
と
し

て
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
い
う
よ
う
な
批
判
的
な
思
い
や
年
寄
り
は

大
切
に
す
べ
き
だ
と
い
う
よ
う
な
教
訓
め
い
た
思
い
を
抱
く
よ
う
に
な
る
｡

こ
れ
は
'
中
学
生
の
発
達
段
階
と
し
て
'
自
我
意
識
が
強
く
な
っ
て
く
る

こ
と
に
よ
っ
て
､
民
話
の
奥
に
あ
る
民
衆
の
思
想
や
願
い
に
ま
で
触
れ
て

い
る
と
言
え
よ
う
｡
さ
ら
に
､
高
校
生
に
な
る
と
'

｢今
の
時
代
背
景
を

う
つ
し
て
い
る
｣

｢今
の
政
治
家
に
読
ま
せ
て
や
り
た
い
｣
な
ど
と
い
っ

た
よ
り
鋭
い
角
度
か
ら
の
教
訓
や
批
判
が
出
て
き
て
い
る
｡
こ
の
よ
う
に
'

小
学
生

･
中
学
生

･
高
校
生
と
い
う
発
達
段
階
の
違
い
が
'

｢お
ぼ
す
て

山
｣
に
対
す
る
思
い
に
は
っ
き
り
と
出
て
い
る
と
言
え
よ
う
｡

(
4
)
調
査
項
目
4
よ
り

《
知
っ
て
い
る
話
の
内
容
に
つ
い
て
》

調
査
項
目
1
が
'
話
の
題
名
か
ら
知
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
た
ず
ね
た

の
に
対
し
'
こ
こ
で
は
も
う

一
歩
突
っ
込
ん
で
そ
の
話
の
内
容
を
書
か
せ

た
｡
話
の
内
容
が
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
と
回
答
す
る
こ
と
が
難
し
く
な

る
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
｡
そ
の
た
め
'
回
答
し
た
子
供
達
の
人
数
は

少
な
い
が
'
こ
こ
で
の
デ
ー
タ
は
､
子
供
達
に
と
っ
て
知
ら
れ
て
い
る
話

と
し
て
は
t
よ
り
確
実
性
が
高
い
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
｡

｢め
し
く
わ
ぬ
よ
め
｣

｢だ
い
だ
ら
ば

っ
ち
｣

｢
へ
を
す
る
お
よ
め
さ

ん
｣
が
最
も
多
く
'
三
十
人
台
か
ら
五
十
人
台
の
子
供
達
の
回
答
が
あ
り
'

続
い
て

｢親
子
ザ
ル
｣

｢も
の
ぐ
さ
太
郎
｣

｢早
太
郎
｣
の
回
答
が
十
人

を
越
え
た
｡
そ
の
他
'
十
の
民
話
に
つ
い
て
回
答
が
あ
っ
た
が
､
い
ず
れ

も
1
桁
の
人
数
で
あ
っ
た
｡

｢め
し
く
わ
ぬ
よ
め
｣

｢だ
い
だ
ら
ば

っ
ち
｣

｢
へ
を
す
る
お
よ
め
さ

ん
｣

｢も
の
ぐ
さ
太
郎
｣
に
つ
い
て
は
'
調
査
項
目
1
で
も
多
か
っ
た
の

で
'
関
連
性
が
あ
る
と
言
え
る
｡

｢親
子
ザ
ル
｣

｢早
太
郎
｣
に
つ
い
て
は
'
と
も
に
南
信
地
方
の
話
で

あ
り
'
調
査
項
目
I
の
考
察
で
も
触
れ
た
よ
う
に
､
南
信
地
方
の
学
校
の

子
供
達
の
回
答
が
多
い
｡
そ
の
地
域
の
話
は
'
地
元
の
子
供
達
に
と
っ
て

よ
く
知
ら
れ
､
親
し
み
を
も
た
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
｡

｢親
子
ザ
ル
｣

に
つ
い
て
は
'
話
そ
の
も
の
が
感
動
的
な
も
の
で
あ
り
'

｢早
太
郎
｣
に

つ
い
て
は
'
そ
の
地
域
に
神
社
が
あ
っ
て
詳
し
く
説
明
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
も
か
か
わ
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
｡

(
5
)
全
体
的
な
考
察

こ
こ
で
は
､
調
査
項
目
1
か
ら
4
ま
で
の
考
察
を
踏
ま
え
'
次
の
三
つ

の
観
点
か
ら
全
体
的
な
考
察
を
し
て
い
き
た
い
｡
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①
長
野
県
の
子
供
達
と
民
話
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
考
察
す
る
｡

②
民
話
の
教
材
化

･
指
導
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
烈
す
る
｡

③
そ
の
中
で
も
､
特
に

｢お
は
す
て
山
｣
の
箔
を
中
心
に
考
窮
す
る
｡

ま
ず
､
①
の
長
野
県
の
子
供
達
が
ど
の
程
度
民
話
を
知
っ
て
い
る
か
と

い
う
こ
と
は
'
調
査
項
目
Ⅰ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
､
六
割
以
上
が
知
っ
て

い
る
と
い
う
回
答
で
あ
る

｢お
は
す
て
山
｣

｢だ
い
だ
ら
ば
っ
ち
｣

｢も

の
ぐ
さ
太
郎
｣
は
別
に
し
て
'
全
体
的
に
思
っ
た
よ
り
知
っ
て
い
な
い
よ

う
で
あ
る
｡
長
野
県
は
'
民
話
の
宝
庫
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
が
'
そ
れ
ゆ

え
そ
こ
に
住
む
子
供
達
に
と
っ
て
､
も
っ
と
さ
ま
ざ
ま
な
民
緒
が
よ
く
知

ら
れ
'
身
近
に
感
じ
ら
れ
て
い
て
も
い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡
こ
の

よ
う
な
実
態
で
あ
る
理
由
を
'
調
査
項
目
2
の
集
計
結
果
か
ら
探
っ
て
み

た
い
｡
す
な
わ
ち
'
民
話
を
ど
の
よ
う
に
知
る
か
と
い
う
こ
と
に
糊
し
て

は
'

｢学
校
｣

｢地
域
｣

｢家
庭
｣
そ
れ
ぞ
れ
の
と
こ
ろ
で
'
ま
ん
べ
ん

な
く
広
く
目
に
し
耳
に
す
る
機
会
を
子
供
達
は
得
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
'

ど
う
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
｡

あ
る
程
度
は
民
話
が
知
ら
れ
て
い
る
が
､

｢学
校
｣
で
も
特
に
取
り
立

て
て
民
話
の
学
習
を
し
て
い
る
よ
う
に
は
思
え
な
い
L
t

｢地
域
｣
に
お

い
て
も
資
料
館
な
ど
の
活
用
に
よ
っ
て
民
話
を
残
し
て
い
こ
う
と
し
て
い

る
気
配
も
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な
い
し
､

r家
庭
｣
に
お
い
て
も
民
話
が
大

事
に
さ
れ
て
子
供
達
に
語
ら
れ
て
い
る
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
状
態
に

あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡
つ
ま
り
'
民
話
を
特
に
取
り
立
て
て
扱
う

活
動
が

｢学
校
｣
で
も

｢地
域
｣
で
も

｢家
庭
｣
で
も
､
行
わ
れ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
.

調
査
項
目
2
の
考
群
だ
け
を
見
れ
ば
t

r学
校
｣

r地
域
L

r家
施
｣

そ
れ
ぞ
れ
が
'
民
話
を
子
供
通
に
知
ら
せ
る
役
判
を
そ
れ
な
り
に
果
た
し

て
い
る
よ
う
に
受
け
止
め
が
ち
で
あ
る
が
'
実
は
も
っ
と
そ
れ
ぞ
れ
が
自

覚
し
て
役
割
を
果
た
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡
例
え
ば
､

｢学
校
｣
に
お
い
て
は
'
授
業
は
も
ち
ろ
ん
生
徒
会
精
勤

･
ク
ラ
ブ
括
軌

･

行
郡
な
ど
で
も
も
っ
と
民
話
を
取
り
上
げ
た
括
動
を
し
て
も
い
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
｡
ま
た
'

｢地
域
｣
で
も
そ
の
地
域
に
伝
わ
る
民
話
な
ど

を
大
切
に
し
て
~
次
の
世
代
に
広
く
伝
え
て
い
こ
う
と
す
る
活
動
を
取
り

入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡
さ
ら
に
t

r家
庭
｣
で
も
子
供
達
に

地
元
の
民
細
な
ど
を
日
常
生
緒
の
中
で
語
っ
た
り
､
あ
る
い
は
会
話
の
話

蛸
と
し
て
取
り
上
げ
る
機
会
を
1
屑
も
つ
べ
き
で
あ
ろ
う
｡

次
に
'
②
の
民
話
の
教
材
化

･
指
導
の
可
能
性
を
'
調
光
功
R
I
か
ら

見
て
い
き
た
い
｡

調
査
項
目
I
で
取
り
上
げ
た
二
十
二
の
長
野
県
の
詔
を
そ
の
内
容
に
よ
っ

て
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果
の
表
に
あ
る
よ
う
に
'

r英
椛
伝
｣

r自
然
L

r残
和
し

rお
も
し
ろ
い
詣
L

r動
物
｣
の
五
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き

る
｡
そ
れ
ぞ
れ
の
分
析
に
屈
す
る
複
数
の
民
話
の
比
較
を
通
し
て
､
内
容

の
意
味
す
る
も
の
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
｡
例
え
ば
'
英
柾
伝
を
読
み

比
べ
て
そ
の
英
雄
の
特
徴
を
比
べ
た
り
'
動
物
の
出
て
く
る
民
話
か
ら
動

物
と
人
間
と
の
か
か
わ
り
を
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
｡

ま
た
'

｢久
米
路
橋
｣
と

｢も
の
言
わ
ぬ
娘
｣
の
よ
う
に
'
同
じ
内
容
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で
あ
っ
て
も
民
話
の
題
名
が
違
っ
て
い
た
り
'
同
じ
題
名
で
あ
っ
て
も
､

そ
の
内
容
に
違
い
が
あ
っ
た
り
す
る
｡
特
に
後
者
の
内
容
の
違
い
に
焦
点

を
当
て
'
考
え
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
｡

｢お
は
す
て
山
｣
に
つ
い
て
は
'

③
で
詳
し
く
述
べ
る
が
'

｢だ
い
だ
､hぼ

っ
ち
｣
に
つ
い
て
も
地
域
に
よ
っ

て
'
か
な
り
内
容
に
違
い
が
見
ら
れ
る
の
で
'
そ
の
違
い
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

の
意
味
す
る
も
の
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
｡
ま
た
､
松
谷
み
よ
子
の

｢竜
の
子
太
郎
｣
は
､

｢小
泉
小
太
郎
L
を
も
と
に
つ
く
ら
れ
た
と
言
わ

れ
て
い
る
が
'
二
つ
の
話
の
内
容
の
違
い
を
調
べ
て
'
そ
こ
か
ら
両
方
の

主
題
を
考
え
て
み
る
こ
と
も
で
き
る
｡

さ
ら
に
､
そ
の
民
話
が
成
立
し
た
背
景
を
探
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
｡

例
え
ば
､

｢
へ
を
す
る
お
よ
め
さ
ん
｣

｢め
し
食
わ
ぬ
よ
め
｣
の
表
面
上

の
お
も
し
ろ
さ
だ
け
を
み
る
の
で
は
な
く
､
前
述
し
た
よ
う
に
な
ぜ

｢よ

め
｣
な
の
か
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
｡
ま
た
'
そ
の
二
つ
の
話
に
加
え
'

｢お
は
す
て
山
｣

rも
の
ぐ
さ
太
郎
｣

｢久
米
路
橋
し

｢三
升
め
L
を
食
っ

た
ね
こ
｣
は
'
い
ず
れ
も
食
べ
物
と
関
係
し
て
い
る
｡
こ
れ
も
前
述
し
た

よ
う
に
'
な
ぜ
'
食
べ
物
に
関
係
し
て
く
る
の
か
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
｡

次
に
③
に
つ
い
て
､
考
疾
す
る
｡

長
野
県
の
子
供
達
に
と
っ
て

｢お
ぼ
す
て
山
｣
が
最
も
よ
く
知
ら
れ
て

お
り
､
身
近
な
話
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
｡

し
か
も
'
そ
の
意
識
さ
れ
て
い
る
話
の
内
容
を
見
る
と
'
す
で
に
述
べ

た
よ
う
に
単
に
年
寄
り
を
山
に
捨
て
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
'
多

様
な
と
ら
え
方
を
し
て
い
る
子
供
達
が
か
な
り
多
い
こ
と
が
わ
か
る
｡

こ
の
こ
と
を
､

rお
は
す
て
山
｣
の
話
を
教
材
化
し
て
い
く
と
き
に
'

生
か
し
て
い
き
た
い
｡
例
え
ば
､
選
択
国
詩
に
お
い
て
'
民
話
の
調
査
活

動
を
行
う
と
き
の
視
点
と
し
て
t

rお
は
す
て
山
｣
の
話
に
限
ら
ず
､
同

じ
民
話
で
あ
っ
て
も
登
場
人
物
や
話
の
展
開
に
違
い
が
あ
る
場
合
'
そ
れ

を
調
査
し
な
が
ら
研
究
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡
ま
た
'
必
修
授
業
に
お
い

て
も
､
子
供
達
に

｢お
は
す
て
山
｣
の
話
を
与
え
る
と
き
､

一
つ
の
ま
と

ま
っ
た
話
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
､
い
く
つ
か
の
話
を
比
較
し
て
考
え
さ

せ
る
こ
と
も
で
き
る
｡

｢ど
の
よ
う
に
し
て
'

『お
は
す
て
山
』
の
話
を
知
っ
た
か
｣
の
と
こ

ろ
で
わ
か
っ
た
よ
う
に
､
子
供
達
は

｢学
校
｣

｢地
域
｣

｢家
庭
｣
そ
れ

ぞ
れ
の
と
こ
ろ
で
､
ま
ん
べ
ん
な
く
広
く
臼
に
し
､
耳
に
す
る
機
会
を
得

て
い
る
｡
こ
の
こ
と
は
､
特
に
選
択
国
語
の
調
査
活
動
な
ど
に
お
い
て

｢地
域
｣
や

｢家
庭
J
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
｡
ま
た
'
必
修
授
業
で
扱
う
こ
と
に
よ
っ
て
､
家
庭
で
の
話
題
に
も
の

ぼ
り
'
地
域
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
｡

r
rお
は
す
て
山
J
の
話
を
ど
う
思
う
か
｣
で
'
中
学
生
は
'
お
ば
あ

さ
ん
の
知
恵
は
す
ご
い
と
感
動
し
た
り
､
年
寄
り
を
山
に
捨
て
る
こ
と
に

対
し
て
ひ
ど
い
と
か
人
間
と
し
て
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
い
う
よ
う

な
批
判
的
な
思
い
や
年
寄
り
は
大
切
に
す
べ
き
だ
と
い
う
よ
う
な
教
訓
め

い
た
思
い
を
抱
い
た
よ
う
に
'
自
我
意
識
が
強
く
な
っ
て
く
る
こ
と
に
よ

る
感
想
が
あ
っ
た
｡
実
践
に
お
い
て
は
'

｢お
は
す
て
山
｣
が

｢親
子
の

愛
情
｣

｢年
寄
り
の
知
恵
｣

｢殿
様
と
百
姓
｣
と
い
っ
た
民
衆
の
思
想
や
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願
い
の
込
め
ら
れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
生
か
し
､
中
学
生
の
も
つ
自

我
意
識
に
触
れ
た
展
開
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
｡

六
お
わ
U
に

以
上
の
よ
う
に
､
今
回
､
長
野
県
に
お
け
る
児
宜

･
生
徒
の
民
話
に
対

す
る
意
識
の
実
態
を
調
べ
､
そ
の
考
察
を
し
た
こ
と
は
､
ど
う
い
う
民
話

を
ど
う
教
材
化
し
て
実
践
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
に
大
変
有
効
で
あ
っ

た
｡平
成
十
四
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
て
い
る
選

択
幅
拡
大
や
総
合
的
な
学
習
の
導
入
に
と
も
な
っ
て
'
そ
の
内
容
の
一
つ

の
試
み
と
し
て
'
民
話
の
実
践
を
積
み
重
ね
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
る
｡

ま
た
､
民
話
に
限
ら
ず
'
例
え
ば
地
域
に
残
っ
て
い
る
文
化
財

(寺

･
神

社

･
名
所

･
旧
跡
な
ど
)に
か
か
わ
る
も
の
を
教
材
と
し
て
発
掘
し
､
実
践

し
て
い
く
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
｡

(た
き
ざ
わ

あ
き
ら

戸
倉
上
山
田
中
学
校
教
諭
)
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